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第一章實験材料並二實験方法
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 第三節 幼若ナル各種自血球二就テ

  第一項 暇性エオジン嗜好性白血球

次

 第二1項「エナジン嗜好性貞血球

 第三項盤基嗜好性白血球

 第四項淋巴球
 第五項 「モノチーテン」

 第四節 幼若ナル紡錘形細胞「トロンボチ

    ーテy」二就テ
 幸葎一毛更 「メカ’ロプラステy」

 第二項 第一次トロンボプラスチン」

 第三頂第二次トロyポプラステン」

 第四項 第三次トロンボプラスチン」

 第五項1幼若ナル「トロンボチーナン」

  第六頃成熟セル「トロy村チーテy」

第三章総括及ビ考按

 縞  論

 丈  歓

  附園説甥

緒   論

 前回報告｛31〕第一編ニハ血液塗抹固定標本二於クル「ブリラントアスリン染色法二就テ記

述シ，第二編ニハ哺乳類，鳥類，両棲類及ピ魚類等「フィロケニー」ノ範園二於クル各種血液

細胞ノ周核顯粒二就テ攻究シ，各細胞種及ビ動物種二体リテ共出現スル周核穎粒二各自特有

ナル像型アル事テ記載シクリ．側テ本編二於テハ更二「オントケニー」ノ範園二於ケル各種血

球ノ分化系統二開シ，特二家鶏エンブリオ」ノ造血時期二現ハル・各種血球ノ周核穎粒二就

テ研索セリ．

家鶏エムプリ才時期二於クル造血現象二就テ先進諸家ノ文戯テ観ルニ，Wislosky（1877）
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（29〕，B三zzozero（1884）o）｛2），Deh1er（1895）ω，Enge1（1895）＝6），Neumam（1896）｛1目〕，Pappenh6im

（1898）㈹，D副ntschakoff（1908）｛3〕㈹，Max三mow（1909）（1州5），Mi11er（1914）t16〕，Sabin（1924）

エ24〕，清野t12〕，勝沼（11），杉山｛27丁等ノ莱綾ハ其主テルモノナリ．是等諸家ノ硫究二擦レハ家鶏

二於ケル造血現象ハ先ヅ卵黄嚢ノ中胚葉二於ケル「メゼンヒム組織内二越リ，凡テ原始性血

液細胞ハ「メゼンヒム細胞二菌來スルト云7．Da・ts・hak・ff｛4波ビ清野氏㈹等八家鶏二於テ

ハ艀叱第48時間二至ひバ「エムブリオ」八頭部無ヰ原索トナリ，原始性血液細胞ノ原基ハ卵黄

嚢晴牽（Area oPaca）ノ中胚葉内二於テ先ヅ「エムブリオ」ノ尾部二血島喚（別utinsel）トシテ

生ジ，時チ経ルニ從ヒ該細胞ハ漸次尾ヨリ頭部二向ヒテ埴生シ，次デ明最（A… P・l1u・五d・）

二及ブト，荷滝野氏等ハ造血時期テ三時期二分チ，造血第一時期ハ前述ノ如キ「メゼンヒム」

ヨリ生ゼシ原始性血液細胞ニシテ箪一ノ細胞種ノミョリナル．次デrエンブリオ」二心臓原基

ガ完成セラレ，明星（Ar6a pe1Iudda）二生シタル血管ニョリ第一時期二生シタル前言巳血島頓

ト交通シ，滋二循環ガ始マリ，之レガ刺戟トナリテ前言巳原始性血液細胞モ急速二分化ス．是

レ造血第二時期ニシテ，略ミ榊ヒ第2日年頃，原始脊椎14乃到8テ敷7ルrエムブリオ」二於

タ認メラルト云7．荷是等ノ分化セル細胞ハ同氏等ノ詮二体レハ，一時性二胎生期二存在ス

ルモノニシテ，恒久性ノ細胞二非スト遊ベタリ．次デ造典第三時期二至リ始メテ恒久性ノ細

胞種ヲ生スト，荷六時期ハ卿ヒ第3日ノ終リヨリ始マリ艀化第4日乃至第5日二最モ著明ト

ナル，而シテ原始エリトロプラステン」ハ頼ヒ第4日乃至第5日迄旺ン二分割墳殖ズレ共，

爾後壇殖力減退シ，恒久性エリトロプラステン」ノ増殖始マリ同時二原始及ビ恒久性ミエロ

プラテン」叉ハ「ミエロチーナン」ノ打硯及ビ淋巴球ノ後生等モ本晴靭二始マルト述ベタリ．

大鎧諸家ノ意見ハ略1之レドー致シ屠レト荷一部ニハ多少異論ナキニ非ズ．

 S・b三n㈹及ビ杉山氏‘27〕等ハ前言巳造血第一時期二現ハル・最モ幼若ナル原始性血液細胞テ

「メガロブラステン」トシ，同第二時期二相當スル細胞テ第一期エリトロプラテン」，第三時

期二相當スル細胞テ第二期エリトロブラステン」ト命名シ第二期エリトロプランデ」ヨリ更

二進化セルモノガ「エリトロチーナン」ニシテ，叉第二期エリトロブラステン」ハ第一期エリ

トロプラテン」ヨリ，第一期エリトロブラステン」ハ「メガロブラステン」ヨリ各々分化シ來

ルモノナラント考ヘタルガ如シ．

 「トロンボチーナン」ノ護士二關シテモ諸家ノ意見厘々ニシテ以下ノ如キ6種ノ読アリ．

工’，Da趾schakoff（4〕，Papp㎝heim㈹友ビWer・berg｛2宮〕等；ハ1林巴球叉類淋巴球細胞ヨリ生スル

モノナラント云ヒ，に｝Zahn｛ヨ2〕及ビM肛quis等ハ内皮細胞二曲來スルナリト唱へ，‘三｝N㎝一

mam㈹，Hein・㈹及ピH・yem等ハ絡來赤血球トナル可キ血液母細胞ナリトシ，側Ma・alI－

um及ビSchk1a・ewlky等ハ赤血球ノ愛化シタル型ナラント云ヒ，ぽ1Rawit・〔20〕及ビWrightエ舳

等ハ豆大細胞ノ型ト考へ，㈹R1・・s工22〕，Hl。・乱〔肌及ビL・wit等；ハ白血球叉ハ赤血球ノ移行型

ナリトナス読等多種多様ニシテ，未ダ定誘ナキガ如シ．総ルニ最近杉山氏ノ硫究二於テハ，

「トロンボプラスチン」モ亦「エリトロプラテン」ト同様「メガロブラステン」ヨリ生スルモノニ

シテ，共進化セルモノガ「トロンボチーナン」トナルモノナラント推定セラレタリ，共他「モ
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ノチーテン」ノ護士二開シテモ，今向一元請，二元説及ビ三元説等相劉時シテ未ダ騎一スル

所ヲ知ラズ．総レドモ是等血液細胞ノ褒生二關シテハ，此後荷幾多ノ精細ナル研究テ要スル

モノニシテ，軽々二断ズ可カラザルノミナラズ，本研究ノ主要目的ニモ井ザルガ敬二，余ハ

箪二家鶏エムブリオ」ノ造血時期二於ケル幼若血液細胞ノ分類ハ，杉山致援ノ分類法二基キ

該幼若細胞ノ周核懸粒ノロ眼状態テ検シ，以テ「オントケニー」ノ範園二於クル周核穎粒ノ分

化系統ヨリシテ．各種幼若血液細胞ノ分化系統ノー端テ鏡ハント試ミクリ．

第一車 賓験材料並二賓験法方

 實験材料．艀化用鶏卵ハ受精卵販費ノ商人ヨリ特二吟味シテ買入レタル毛，窩艀化セサル不良卵約2割

皇及ビ叉聰化ノ後期二於テ「エムプリオ」ノ死亡スルモノ等アリテ，鶏卵使用数120個ノ内質際有効二使用

シ得タル毛ノバ英約半敏ナリキ．筒英内ノ大半ハ艀化第7日前二使用セシ毛ノ多ク，殊二艀化第2日乃至

2日年反ビ艀化第3日ノ間ニハ，血液探取甚ダ困難ナル篤メ多藪ノ鶏卵テ犠牲二供セリ．検索期間ハ囎他

第2日ヨリ同第21ノ破殻期マフノ卵黄嚢及ビ「エムプリナ」ノ血液細胞雄二胎生々後第1日目リ第10日マフ

ノ家鶏雛血球二就テ検索セリ．

 艀化法．鶏卵テ艀化スルニハ38度二調節セル艀化器二容レ通気ヂ考慮シ，曲1日1回順化卵テ約g0皮宛

廻擦シ，僻化セシメタリ．

 採血法．艀化第5日進殊二第2日乃至2日年ノ極ク早期二於ケル採血小甚ダ熱線チ要スル毛ノニシテ，

先ヅ卵殻ノ上端チ軽ク破サテ胚盤チ現ハシ・其周圃ノ卵膜テ解剖用小勢力チ以テ切リ離シ・次デ生理的食

頭水ニテ輕ク洗ヒタル後，之ヂ裁物捕千上二載セ，顕微鏡下二於テ，尖端ノ極メテ細キニ毛細硝子管ニテ外

胚葉ト内胚葉ノ間ニアル血管テ穿刺シテ流出スル血液テ吸引シ，之レテ皿テ塗沫標本チ作リタリ．艀化第

5日以後ノ採血ハ比較的容易ニシテ，筒腱化後牛期二於テハ卵膜上ノ血管叉ハ勝腸静脈目リ採血セリ．叉

肋生後ノ雛鶏ヨリノ採血ハ翼下ノ静脈叉ハ動脈刊採取セリ．

 血液塗沫標本ノ固定及ビ染色．血液塗沫標本ハ無水「アルコール」ニテ約3分間固定シ，之テーカバ「プ

リラyトアズリγ・エオジン染色テ施シ，他方バライト民メチーレソプラウ・エオジン染色チ施シテ嗣者相

比較研究セリ・rプリラyトアフニリy・エナジy染色液ノ内容ハ，rプリラyトアズリン1B色素O．5，食盤3．0，

蒸溜水100．Oノ比ニテ作レル色素液6£岨呈勤シ，1％「エナジン水溶液四満ノ比二混和シタルモノニシテ，

英染色法ハ前回報告（30〕二述ベタルチ以テ拉二之ヲ省略ス．窩必要二腰ジ「ノイトラール赤超生髄染色毛

施シテ横シクリ．

第二章賓験 成績

               第一節 幼若赤血球二就テ

               第一項 rメガロブラステノ」

 杉山氏｛27〕二擦レハ原始赤血球ハ最初約7個ノ原始脊椎ヲ有スル「エムブリオ時期二於テ，

卵黄嚢暗最（Area op・ca）ノ後部血管内二魏ハレ，次デ暗最全部ノ血管二撰ガリ，爲メニ9乃

至10原始脊椎ノ時期二於テハ該部ハ著明ナル赤色ヲ星スルニ至ルト，該現象ハエ884年Ko11－

ma㎜氏二体リテモ亦認メラレタル慶ニシテ卸889年DuvaI氏ハ此時期二始メテ「メガロプ
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ラステン」ノ遊離ガ始マルト遊ベタリ．同時二血管ノ新生ガ始マリ漸次明最（AreapeIIuc三d乱）

二及フモノナリ．

 余ハ卿ヒ第2日，原始脊椎i4個テ数フル「エムブリォ時期ノ明星血管内ヨリ辛ジテ採血シ

得タルテ以テ該時期ノ「メガロブラステシ」二就テ記述セントス．筒此時期二於ケル血液塗抹

標本ニハ「メガロブラステン」甚ダ多数ニシテ，其他第一期エリトロブラステン」モ少藪二存

在シ，種々ノ移行型モ亦混在セリ．叉核分裂像チ呈スル細胞モ締レニ認メラレタリ．

 「メガロプラステン」ノ原形質ハー般二弱嗜堕基’唾ニシテ，ライト氏染色ニヨリ淡青色二染

ル．胞麗ノ大サ欄、大ニシテ類固形乃至不正形テ星シ，叉原形質ノー都ハ尖端鈍圓ナル大小

ノ突起テ形域スルモノアリ，是レ該細胞ノ偏足ニシテ，杉山氏‡”）ハ「ノイトラ．一ル赤ノ趨生

鑓染色二於テ，該傭足ハ極メテ徐々二交替性伸縮テ欝ミ，約30分間二一細胞髄ノ距離テ遊走

シ得ル程度ノ弱ヰ「アメーバ様運動ヲ認メラレタリ．

 核ハ卵固形乃至固形ニシテ，比較的犬キク，原形質ノ中央二胞状テ塁シテ現ハレ，「クロ

マチン染色甚グ易身ク，「クロマチン網像ハ極メテ不明瞭ニシテ，軍二無構遣瀬蔓性淡染色ノ

犬ナル胞状核トシテ認メラル．時トシテ1乃至2個ノ固形ナル核仁ヲ認メ得ルコトアリ．

 原形質ノ「ヘモグロビン」合有ハ建ダ微量ナルガ如シ，此「ヘモグロビン」ノ含有スルヤ否ヤ

バ該細胞ノ褒生學上極メテ意味深ヰ事テルモ諸家ノ意見未ダ厘々ニシテー定セサルモノノ如

シ．杉山氏舳ハ血島喚ノ生髄染色二際シ該細胞ハ其分離以前二於テ既二多少黄色味アルテ

認メラレ，衡微量ノ「ヘモグロビン」テ含有ズルナラント述ベラレタリ．余モ亦「ブリラント

アスリン染色（以下「プリラントアスリン・工才ジン復染色テ「プリラントアスリン染色ト略記

ス）二際シ，一般二原形質ハ淡青色テ呈スルモ，精細二校ス1ノバ同時二相1淡黄色テ帯ベル

デ認メ，徴量ノ「ヘモグロビン」チ含有スルモノナラント思惟ス．荷時トシテ「メガロブラス

テン」ノ急二其敷ノ壇加アルテ認ムルコトアリ，之レ血島喚ヨリ縄ユズ輸送サレ得ルタメノ

ミナラズ，文夫レ自身ノ核分割（Mitoti・di・1s1・・）ニモ由ルモノナラン．

 「ブリラントアスリン染色二於テハ原形質ハー般二極メテ弱キ淡膏色ニシテ，核モ亦淡青

色ナレドそ…原形吏二比シ典度梢、強ギガ敬二辛ジテ厚別シ得．其形態大ナル胞状ニシテ，核

仁八本染色ニテハ之レテ認メ得ズ．周核穎粒ハ甚ダ微細ナル穎粒トシテ，核表面ヨリ原形質

ノー部二夏リテ瀬蔓性二散在シ，一般二其出現度蓬ダ弱シ（附国第一圏参照）．向原形質ノ形

態ハ前記ライト氏染色二於ケルト同様ニシテ，原形質突起テ出ス．

          第二項 第一期エリトロブラステニ！」

 第一期エリ｝ロブラステン」ハ滝野氏㈹等ノ造血第二時期二相當シ，瓦㎎・I｛6リMet・ocy－

t㎝d・r…t㎝G㎝・・ati㎝又ハD尻nts・hako肝氏工4リP・1m・・y・・yth・ob1・st㎝二一致スル

モノニシテ，杉山氏（27〕ノ研究二体1ノバ本種細胞ハ「メガロブラステン」ヨリ分化セルモノニ

シテ既二16乃至18原始脊椎ノ「エムブリオ時期二於テ現ハレ，卿ヒ第2局牛乃至第3日二於

テ最モ著明ナリ．余ハ主トシテ解化第2日年乃至3日ノ「エムブリオ時期二就テ稔索セルモ

筒井以後二於ケルニEノニ就デモ併セテ比較研究セリ．

                  【116】



周核頼粒及周核綱（PerimcI㏄一g・胴u1a eトreti㎝12〕二關スル嚇究（第二報）   n29

本時期二於ケル「エリトロブラステン」ハ共形一般二固形ニシテ，稀レニ箱、不正形ナル毛

ノアリ．其大サハ前言巳「メクロブラステン」二比シ小ナレドモ域熟赤血球ヨリハ絢蕃シク大ニ

シテ，原形質突起ハ最早認メ得ズ．印チ「アメーバ運動ノ無キナ意味スルモノナリ．原形質

ハ強キ嗜堕基性ニシテ，ライト氏染色ニテハ淡青色チ呈シ，「ヘモグロビン」合有向微量ナル

ガ如シ．核ハ勝、固形ニシテrメガロブラステン」ノ夫二比シ著シク小ナレドモ，成熟細胞ノ

夫二比シテハ荷犬ニシテ淡青色テ星シ，概シテ原形質ノ中央ヨリ稽、偏在シテ存ス．rクーロ

マチン質ハ「メガロブラステン」ノ夫二比シ著シク増加シ，筒不規則ナ1ノドモ著明ナル「クロ

マチン網像テ呈ス．而シテ殆ンド凡チノ細胞二於テユ伯，乃至2個ノ園形ノ核仁テ認ム．筒

展…核分割像テ星セル細胞アリ．

 「ブリラントアスリン染色二於デモ原形質ハー般二弱キ淡青色テルモ亦稽、淡董テ帯ベル

モノァリ．後者ハ前者ヨリ編ミ分化セル細胞ニシテ，「ヘモグロビン」含量モ相、増加セルモ

ノナラント思惟セラル．核ハ原形質二比シ稽ミ彊キ淡青色ニシテ，「メガロブラステン」二於

クル核ハ共境界梢主不明瞭テルニ反シ，之レニアリテハ明瞭ナリ．周核穎粒ハ「メガロブラ

ステン」ノ夫二比シ，其染色欄、彊寺崎婁色ノ微細ナル穎粒トシテ現ハレ，核ノ全表面二翻

蔓性二散在ス．且「メガロブラステン」ニアリテハ英一部原形質内ニモ認メ得タルモ，本種細

胞ニアリテハ最早認メス（附国第二圃参照）．次デ之レヨリ稽モ分化セル細胞ト認メラル・毛

ノニシテ原形質梢1淡黄ヲ帯ベル細胞ニアリテハ，細胞膜一般二強クシテ固形テ呈シ，前記

ノ如キ不正形ニナリ易ヰ傾向ヲ認メス．核ハ前言巳細胞ヨリ稿主小ニシテ，共染色モ亦僅カニ

強シ．rブリラントァスリン染色昌於テ暗璽色ノ核穎粒モ穐、大ニシテ，一般二葉出現僅カ

ニ強ク，其形態短桿状乃至不正形トナリ核ノ全表面二不規則二散在ス（附国第三圏参照）．本

種細胞ハ艀化第2日李二出現スルモ第3日乃至4日二於テ最モ多敬二現ハレ，時トシテ80乃

至9q％テ英スルコトアリ．荷捌ヒ期ノ遊ム呈從ヒ核分割現象モ漸次著明トナルテ認メタリ．

          第三項 第二期エリトロブラステ：／

 本種細胞ハ滝野氏U3〕等ノ造血第三時期二相當スルモノニシテ，E㎎・氏㈹ノMetro・yt㎝

der zweite G㎝er・t1㎝又ハDantsch早koH氏f4〕ノde壬initi・e er柚mb1ast㎝二一致ス．而シテ

聯化第4日ノ経リニ於テ出現シ，艀化第5日乃至6日二於テ最モ多藪二現ハル・倫六時期ニ

ハ核分割像テ星セル細胞モ甚ダ多数ニシテ，他方二於テハ又第一期エリトロプラステン」ト

本種紬胞トノ間二種々ノ移行型アルテ認メシム．由是観之，本種細胞ハ主トシテ第一親エリ

トロブラステン」ヨリ由來スルモノナラント思惟セラル．簡之テ其分化ノ程度ニヨリ周核穎

粒ノ状態ヨリシテ便宜上二種二厘加スルコトテ得、今優リニ之レテ第二期エリトロブラステ

ン」ノ前期細胞ト後期細胞トニ分チクリ・

 第二期エリトログラステン」ノ前期細胞ハ第一期エリトロブラステン」ヨリ愉分化ノ連ミ

タル細胞ニシテ，胸騒欄～小トナリ，卵固形乃至短梯固形テ星ス．核モ亦第一期細胞ノ夫ヨ

リ編、小ニシテ，成熟細胞ノ夫ヨリ大ナル固形乃至短構固形骸ニシテ，原形質ノ中央叉ハ稿

主偏在シテ存ス 原形質ハ狗弱嗜髄基性ナレドモ「ヘモグロビン含量ハ編ミ槍加シ，ライト
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氏染色二於テ弱稽紅淡青色二染色ス．核ノ「クロマチン質甚ダ増加シ，共染色一般二強ク．

「クロマチン網像ハ明瞭二認メラノレ．

 「プリラントアスリン染色二於テハ原形質ハ帯黄淡青色，核ハ淡青色ニシテ，固形文ハ短

構固形テ呈シ，周核穎粒ハ暗董色ニシテ前記第一期細胞ノ夫二比シー般二共出現度胆ク，大

小不同ノ園形乃至不正形類粒トシテ核表面二叉ハ共邊縁二不規則二散在ス（附国第四圖参照）

叉短棒状ノ形テ呈シ，比較的牢等ナル大サニテ現ハル・モノアリ．或ヒバ共一部利癒合シテ

偏網状テ呈スルモノアリ．期ル穎粒ハ次期二於テ網状穎粒トシテ現ハル・モノニシテ，共前

階級ノ型ナラント思惟セラル．師テ前期細胞ニハ以上二種ノ異ナレル型ノ穎粒テ現ス．

 本種細胞ノ後期ト思ハル・細胞ニアリテハ「ブリラントアスリン染色二於テ，原形質ハー

般二淡黄紅色ニシテ，前期ノ夫二比シ相ミ長キ楯固形テ星シ，「ヘモグロビン含有ハ著シク

壇加セルモノノ如シ．核ハ賭ミ原形質二一致セル淡黄色ノ短楯固形ニシテ，大サハ前期細胞

ヨリ編ミ小ナリ．周核穎粒ハ暗喜色ラ呈シ，殊二兆時期二於テ著明テルハ核果藁粒ノー般二核

内二現ハル・コトナリ（附国第五圏参照）．共敷ハ少キモ大小不同ノ固形文ハ「コンマ」状乃至

短桿状等ノ形テ星シ，共出現皮ハ前期ノ夫二比シ相ミ弱シ．印チ「メガロプラテン」ヨリ本種

細胞迄ノ核穎粒ノ量ハ第二期エリトロブラステン」ノ前期細胞二於テ最モ多シ．愉一部ノ細

胞二於テハ前記穎粒ト全ク共形態ラ異ニセル網状乃至偏網状ヂ呈スルモノァリ．

           第四項 幼若エリトロチーナン

 rエンブリオ」ノ卿ヒ第ク日又ハ8日二至レハ第二期エリトロブラステン」ハ僅ヵ二3乃至

4％ノ少藪トナリ，大部分ノ細胞ハ夫ヨリ箱ミ小形ナル卵脚形乃至長構固形ノ幼若エリトロ

チーナン」トナル．本種細胞ハ滝野兵U3〕等ノ恒久性赤血球二一致スルそ…ノナリ．向榊ヒ剃7

日二至レハ定型的ノ域熟赤血球ノ形テ呈スルニ至ル．

 ライト氏染色二於テ原形質ハ「エ才ジン」二染色シテ淡黄色テ星シ，胞鵠ノ大サハ前言巳rエ

リトロブラステン」ノ夫二比シ街小ニシテ，縮固形乃至長卵固形テ星シ殆ンド蔵熟細胞ト同

様ナリ．核モ亦略ミ胞饅二一致セル構固形ニシテ且縮小セリ．rクロマチン網ハ蓬ダ明瞭ニ

シテ，共構造著シク欄密ナリ．是レ恐ラク核ノ繍小セルニ依ルモノナラン．

 「ブリラントアスリン染色二於テハ原形質淡紅色テ呈シ，「ヘモグロビン」含有量著シクj曾

川ス．核ハ淡黄紅色テ呈シ，核穎粒ハ暗董色ニシテ，共敷ハ前言巳「エリトロブラステン」二比

シ編～共藪テ減少セルモ，其大サハ大ニシテ，固形文ハ「コンマ」状テ星シ，或ハ其2乃至3個

叉ハ数個相連リテ聯珠状叉ハ葡萄朕テ呈シ，全ク核内二現ハル（附囲第六圏参照）．而シテ核

ノ「リニン網ハ細キ赤色素傑相連リテ明カナル銅像テ呈シ，綱眼テ作ル．核穎粒ハ精細二校

ス1ノバ共厘劃セラレ幻レ網眼二現ハル・モノアリ，叉或ルモノハ網眼ヨリ逸出シ索像上ヲ＝蔽

ヒ，縷緑テ出シテ隣接セル穎粒ト相連ノレモノアリ．叉可域リ大キ綾締トナリ，索像上二浴ヒ

テ現ハレ，之1／1チ以テ3個乃至4個ノ穎粗相連リ偶網状テ星スルモノアリ．数個ノ不正形類

粒綱眼内二現ハレ，全ク孤立セルモノァリ．而シテ共出現最ハ域熟細胞ノ夫ヨリ少キモ艀化

期ノ遊ム二件ヒ漸次多クナルモノノ如シ．核分割隊モ少数二認メ得レドモ艀化第7日頃ヨリ
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急二減少セリ．

             第五項成熟赤血球

 卿ヒ第17日ノ「エムブリオ」二於テハ金ク成熟セル赤血球ノ外観テ呈シ，核穎粒ノ出現量モ

塀叱第7乃至8日ノ夫二比シ多シ．然レドモー般二rエムブリオ」ノ赤血球核穎粒ハ成熟動物

ノ夫二比シ筒少ク，胎生後家鶏雛ノ赤血球二於テ稽1壇加スレドモ，街域熟動物ノ夫二及バ

ズ．生後10日ノ雛二於テ漸ク成熟家鶏ノ夫二殆ンド近似セリ．

 前言巳第一項乃至第五項ハ共定型的ナル細胞種二就キナ言巳述セルモノニシテ，拘時期二於テ

相互二移行型細胞ラ有シ，夫二件ヒ共核穎粒モ亦中間型テ生ジテ多種多様ナル型テ星スルモ

ノアルハ論テ侯タズ．

纏   括

 家鶏エムブリオ」ノ卿ヒ第2日ノ時期二於クル最モ幼若ナル血液細胞タル「メガロブラス

テン」ハ，共用核穎粒ハ極メテ徴紬ニシテ，一般二共出現度甚ダ弱キモ核表面ヨリ原形質ノ

ー部二夏リテ瀬蔓性二現ハル．次デ第一期エリトロブラステン」，蘇二葉前期二於テハ，「メ

ガロプラステン」二於テ見ル如キ原形質ニマデ禰蔓セルガ如キ形像ナク，核穎粒ハ核表面二

限局シテ現ハル．穎粒ノ大サ簡甚ダ微細ニシテ拙現度モ弱シ．次デ後期二至リ英稿ミ分化ノ

進ミタル細胞ニアリテハ微細ナル核穎粒梢ミ粗大トナリ，且核表面二固着セルカノ如キ像テ

星ス．倫他ノー部ノ細胞ニアリテハ期ル粗大顎粒ガ多少桿状乃至棒状ノ形ヲ星シテ現ハル・

モノアリ．之レ恐ラク次期二於テ網状二移行スル種類ノモノナラント考ヘラル．倫分化程度

ノ進ミタル第二期エリトロブラステン」ノ前期二於テハ，第一期エリトロブラステン」ノ後

期二於テ核表面二固着セル核穎粒ハ，漸次核内二移動スルカノ如キ観ヲ星シ，殊二一部ノ穎

粒ハ核内二現ハル．一般二類粒ノ数ハ稽々減少セルモ，共大サハ壇大シテ其出現度八本種

細胞二於テ最毛彊ギガ如シ．葉形態ハ固形乃至不正形或ヒバ「コンマ」状叉ハ短桿状テ呈スル

モノアリ．叉稀レニ数個相連リテ偏網状＝チ呈スルモノアリ．次デ後期二至ひバ核穎粒ハ全ク

核内二於テ現ハル・二至ル．共敷ガ税、減少シ，大小不同ノ固形文ハ「コンマ」状乃至短桿状

穎粒トシテ現ハレ，稀レニ数個相連リテ葡萄朕叉ハ偏網状デ星スルモノァリ．其出現度ハ前

期ノ夫二比シ僅カニ弱シ．次デ卿ヒ第7乃至8日二至リ第二期エリトロブラステン」ハ幼若

エリトロチートン」ト代ル．本種細胞二於ケル核穎粒ハ金ク核内二現ハレ，共犬サ稽、大テ

ルモ共敷少ク，大小不同ノ固形乃至不正形類粒トシテ個々別々二現ハル・コトアリ，叉互ビ

ニ相連リテ聯珠状叉ハ葡萄状テ星スルコトァリ，出現度ハー般二弱シ．次デ解化第工7日二至

リ該細胞ハ定型的ノ成熟赤血球ノ形トナレバ，核穎粒モ共出現痩僅カニ増彊シ，定型的ノ赤

血球型核穎泣（第二編参照）トシテ現ハル・モ，愉共出現度ハ成熟家鶏ノ夫二比シ僅カニ弱ク

英蔵長二件ヒ漸次墳彊スルモノノ如シ．

     第二節 「エリトロブラステン」ノ核分裂及細胞殊鶴二就テ

 卿ヒ第5日乃至艀叱第6日ノ「エムプリオ血液申二於テ，共幼若ナル赤血球（第一期エリ
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トロブラステン」及ピ第二期エリトロブラステγ」）ハ旺ンナル核分裂及ビ細胞分饅ヲ管ムモ

ノニシテ，核分裂現象ノ際二現ハル・周核穎粒ハ其出現量殊二増加シテ，且共形態ハ特有ナ

ル像テ呈スルモノナリ．今之レテ其分裂現象ノ順序ニョリ準備期（P・・pb・se），推移期（M舳一

phase），分立期（Anaphase），絡緒期（Telepbaso）ノ四期二大別シ，英名螂二於クル周核顯粒

ノ出現状態二就テ検索セントス．

 愉核分裂現象ハ既二「エムブリオ」ノ卿ヒ第2日年ノ時期二於デモ見ラ・ノ，卵舳螂ノ進ム二

件ヒ漸次増加シ，艀化第5乃至第6目ノr手ムプリオ時期二於テ最モ著明ニシテ，共後再ピ

減少スルモノナリ．而シテ分裂現象ノ最モ旺ンナル艀化第5乃至6日ノ時期ニハ同時二種々

ノ過程二於ケル分裂現象テ認メ得ルデ貝テ，余ノ實験モ該時期二於ケル「エムブリオ血液二

就テ主トシテ観察セリ．

第一項準備期（P・・ph…）

 本時期パ周知ノ如クー般二街母縫毬期及ビ染色艶威立期二厚別シ，又母纏毬期テ更二密纏

期及ビ粗縫期二細別スルコトヲ得．今ライト氏染色ニョリテ未時期二相當スル細胞ヲ強スル

ニ、略、前記密縫期，粗縫期及ビ染色騒成立期ヲ鑑別シ待ルモノニシテ，先ヅ分裂ノ初徴ヲ

呈スルニ到ラバ，平静時二於ケル「クロマチン網ハ漸次鐘形シテ恰モ緩綜ノ縫結スルガ如キ

状テ星ス．是レ所謂縫毬（Kn査uel）ト名クラル・モノニシテ，本晴螂ハ蜘チ母純毬期ナリ・

而シテ初メ該纏練．・・細長ニシテ，多少蠕屈シ，且固ク密緒ス．是レ密鍵期（d1chte・K舳uo1）

ニシテ，次デ其縫緒ハ漸次緩解シ，且叉綾赫モ亦梢ミ粗大トナリ，粗縫螂（1㏄kerer Kn芒uc1）

二至ル．荷分裂現象ノ進ムニ從ヒ該縷練ハ寛二分断シテ．一定藪ノ片節，印チ染質髄（Chr－

omOSOm㎝）ヲ生ズ是レ染色誰残立期ナリ 期タノ如クラ1ト氏染色テ以テ検スレバ前言巳

各時期二典ケル分裂現象ノ相モ定型的ナjレ細胞種ラ認メ得タレドモ，「ブリラントアスリン

染色二於テハ密縫期及ビ粗縫朗ノ鐸別甚ダ困難シテ，殊二密縫期二蝪ス可キ細胞種ハ殆ンド

識別スルコトテ得ズ．唯ダ勝ミ粗縫期二相鴬スルモノナラント思ハル・モノナ認メ得タルニ

過キズ．但シ染質誰成立期二至レハ明カニ本種細胞ノ特徴ヂ現ハシ，容易二鑑別シ得タリ，

依テ…欠二組縫蜆及ビ染色誰成立期二於クル編ミ定型的細胞種二就テ，「ブリラントァスリン

染色所見ト前記ライト氏染色所見ト比較シ，以テ本時期二於ク’ル周核懸粒ノ出現状態テ検セ

ントス、

 （一）粗納期（10Ck・・e・㎞邑ue1）

 「ブリラントアスリン染色ニョリテ，本晴螂ト思ハル・細胞ラ見ルニ，核膜ハ衡現存シテ，

核形態ハ稽、不正形ニナリ易キ傾向アレドモ勝ミ瞑脇テ保チ，染色艶（Chromosom㎝）末ダ

生セズ．周核穎粒ハ頓二其出現量テ増シ，比較的大ナノレ固形文ハ不正形梁臓トシテ，稿…多

数二機シテ核ノ中央二密集シテ現ハレ，平静時二於ケル該核懸粒ノ出現像ト遊グ興趣手テ異

ニシ，稽ミ特有ナル形像テ星ス（附国第七圃参照）．次デ編、之レヨリ分裂現象ノ進ムニ從ヒ

漸次核膜テ炎ヒテ，粗大ナル染質麗テ生ジ，染質織成立期二移行ス．
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 （二）染質鵠成立期

 本時期二於ケル細胞ハ「ブリラントアスリン染色二於デモ明カニ其特徴テ現ハシ，容易二

鑑別シ得ラル・モノニシテ，ライト氏染色ニョリテ染出シ得ラ・ノタル染質麗ハ，「ブリラン

トアスリン染色二於テハ陰像ヲ・星ス．卵チ原形質ノrヘモグロビン」ハ「エオジン染色ニョリ

テ淡紅色1チ星スルガタメ，染質燈ハ無色ノ相キ不正形ナル星形トシテ明カニ厘劃セラル，周

核顧粒ハ更二井出現量テ滑シ，1利巨形ノ粗大ナル穎粒ハ該染色鑓ノ表面二歴出セラレタルガ

如キ観テ星シテ現レ，概シテ共中央二葉團ヲナス（附圖第八圏参照）．又染質麗二殆ンドー致

シテ，之レヲ金ク隠蔽シ，タメニ核果頁粒ハ染質麗ノ染色ナルカノ観テ星スルモノアひド，概

シテ染質髄ノー部テ蔽ヒ，他部ハ明カニ穎粒ト染質髄ト慶州シ得ル・Eノナリ．又時トシテー

部類粒ハ淡キ斑紋状二滋大シ，或ハ更二接キ淡キ膜榛像テ星シテ染色艶ノー部又ハ全面テ蔽

7モノアリ，袷モ穎粒ノ溶解セル過程二於テ染色サレタルガ如寺観テ星ス．…欠デ更二分裂現

象進メバ該核穎粒團ハ染質駿團ト共二漸次延長セラレ，所謂推移期二移行ス．

          一策；項推移期（Metaph＆se）

 （一）母屋期（軍星期）

 本時期二相當スル綿胞テ先ツラ．グし氏染色ニョリテ検スルニ，染質髄ハー建ノ配列テナスー

師チ赤道部二配列セル締係ノ勧崎部ハ中心二向ヒ，共遊離端ハ外方二向ヒテ星形ラ星ス．之

レ所謂星期（Stem）又ハ赤道板（Aeq・・tori・1pl・tte）ナリ．而シテ本時期二於テハ猜ホ染質鰹

ノ分離テ物メ尤是レ帥チ母屋（Mutte・st・m）叉ハ環星（M㎝oa・ter）ニシテ，本時期タ母屋

期叉ハ軍星期ト穗スル以故ナリ．

 今之レテ「プリラントアスリン染色ニョリテ周核穎粒ノ出現状態テ強スルニ，一般二共出

現量甚ダ強クシテ，粗木ナル不正形類粒ハ共赤道線二一致シテ，染質髄ノ表面二現ハレ，染

質誰ノ中央部ハ該穎粒ノ集團二蔽ハル．爲メニ染質鶴ハ僅カニ共一部テ，穎粒国外園ノ慶々

二於テ大小不同ナル突起ノ陰像トシテ認メ得ラル（附闘第九圖参照）．該小突起ノ陰像バライ

ト氏染色二於テハ，星形二配列セル染質髄締係ノ外側遊離端二一致スルモノナリ．更二分裂

現象ノ進ム二件ヒ，該穎粒團ハ漸次延長セラレ，個々ノ穎粒ハ赤道部二一致シテ長ク聯珠状

二配列ス．耐シテ共配列ノ稽、不整テルモノアリ，又略…一列テナスモノアリ，又稀レニ皿

シク二列二配列シ，且該穎粒ハ染質鐙ノ赤道部分ヲ蔽ヒテ，爾紡錘極側ノ他年ハ陰像テ星セ

ル染質髄トシテ，大小ノ先端頓圓ナル突起状二現ハレオルテ見ル（附囲第十圃参照）．但シ前

記穎粒團ノニ列二配列ゼルモノニアリテハ，跣二玖期分立期ノ初期二進捗セルモノニシテ，

狗共間種々ノ移行型アリ．叉木時期二於テハ時トシテ核穎粒ノ出現量著シク増加1シ，タメニ

染質鰹ノ殆ンド全部テ蔽ヒテ之レテ金ク隠蔽シ，狗共過剰ナル懸粒ハ染質機外ニマデ膨隆シ

オルモノァリ，一般二分裂現象過殺中二於デモ，就中本晴瑚二於ケル周核穎粒ノ出現量ガ最

モ強ギガ如シ．

           第三項 分立期 （Amphase）

 ラ朴異染色テ施シテ検スレバ，前言巳推移期ノ末期二於テ染質麗ハ赤道部級二一致シテ並
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列シ，次デ水期ノ初期二於テ漸次分離ノ初徴テ現ハスモノニシ1テ，是レ締係離隔期ナリ・次

デ共離鐵端ハ赤道部テ離レ，勤両ノ紡錘極二接近シ，裁二合ク爾個ノ染質麗團ノ分立テ見ル，

是レ子星期叉ハ双星期ニシテ，裁二分立セル爾個ノ染質鑓ハ子星（T㏄hte・・tem）又ハ双星

（Dyaste・）ナリ．印チ分立期ハ更二締係離隔期ト子星期叉ハ双星期トニ細別セラル・モノニ

シテ，「ブリラントアスリン染色二於デモ之レテ認メ得ルデ以テ，次二共用核穎粒二就テ記

述セントス．

 （一）締係離隔期

 本時期二於ケル周核穎粒ノ定形的ナル像形ハ赤道部二一・致シテ，染質髄ノ分離線表面阜略

ミニ列二配列シテ現ハレ，且細胞鐙ハ相、短構固形二延長セラル（附国第十圏参照）．期カル

特有ナル周核穎粒ノ配列ニァリテハ｛明カニ本時期二相當スルモノナラン事テ認メ得ラル・

モ，叉或ル細胞二於テハ斯カル特有ナル形テ現ハサスシテ，核穎粒ハ不規則二配列シ，或ル

ー郡ハー列ニシテ，他部ハニ列トナルモノ，叉大ナル不正形類粒僅カニ2乃至3個連結叉ハ

癒合シテ，棒状テ星シテ現ハル・モノ等アリ．期カル不定型テルモノニアリテハ，該穎粒ノ

像形ノ｛ニョリテノ鑑別ハ甚ダ困難ニシテ，染賢燈ノ形状ヲモ併セ見テ鑑別セサル可カラズ．

燃レドモ「ブリラントアスリン染色二於テハ，染質雌ハ無色ノ陰像トシテ現川ノ，且共赤道

部ノ、周核穎粒ニョリテ際葦蔽セラル・テ以テ，往々共f象テ精細二認メ得ザルコト多シ．期カル

場合ニアリテハ殆ンド前言己母屋期ト木時期トノ鑑舳羽難ナリ．’ 塔_周核穎粒ノ赤道部二一致

シテ現ハル・コト及ピ共異常ナル延長配列赦ビニ細胞艦ノ僅カナル延長等ニョリテ，辛ジテ

本時期ナラント思考シ得ラル・ノミー次デ班二分裂現象ノ進捗ト共二細胞髄ハ漸次延長セラ

レ，核穎粒モ其染質髄ト共二共赤道部二於テニ分セラル・二至リ，子星期二移行ス．

 （二）子星期（双星期）

 本時期二於テハ前言巳赤道部二配列セル周核穎粒團ハ染質駿團ト共二赤道線二一致シテ，共

中心ヨリ金クニ分セラル・モノニシテ，副チー個ノ母細胞ハニ分サレ幻レニ群ノ核穎粒国及

ピ染質騒團ヨリナル二個ノ子星テ有スルニ至ル．而シテ分裂直後二於テ核子量ハ来ダ赤道部

二近ク互ビニ相接近シテ存スル時期ニアリテハ，共用核穎粒ハ略、共分離縁即チ赤道線二並

行シテ，略、直線状二配列スルモノ多シ（附国第十一圖参照）．穎粒個々ノ形態ハ不正形大小

不同ノ塊状ヲ星シ，概シテ染質髄ノ中央二於テ共表両二密集シ，且互ビニ相連結叉ハ癒合シ

テ現ハル・モノ多シ．又一部類粒ハ淡キ不正形斑紋状二現ハレ，恰モ溶解セルガ如キ状テ呈

スルモノアリ．同時二染質髄團モ亦赤道部線二並行シテ，稽1延長セラレタル星形テ星シ，

殊二其分離端ハ周核穎粒ノ外園二於テ，大小ノ小突起状テナセル陰像トシテ認メラル．1矢デ

分裂現象更二進捗ス1ノバ，子量ハ漸次互ビニ遠隔シテ，赤道普旺ヨリ対向ノ紡錘極二接近ス．

同時二細胞髄モ漸次延長セラ1ノ，且共中央赤道都二於テ弱キ絞宇部タ生ズ（附国第十二圃参

照）．該時期二於ケル子星ハー般二赤道部ト紡錘極トノ胴蕎ミ中央二存在スルモノナレドモ，

時トシテ紡錘極二偏シテ存在スルモノアリ．愉前言目分裂直後二於テ税ミ延長セラ・ノタル子量

ハ，本時期二至リテ略ミ固形二役畜シ，染質鰹ハ星形ノ陰像トシ＝テ現ハレ，周核穎粒二蔽ハ
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1ノザル都ハ該穎泣團ノ外園二於テ，不規則ナル小突起状テ呈シテ認メラル（附国第十三圏参

照）・個々ノ核穎粒ハ脚形乃至不正形懸粒トシテ，又時トシテハ淡キ斑紋テ講キ，概シテ染

質髄ノ表面二密集シテ現ハ・ノ，往々数個述給シテ，規則正シ手花冠状テ呈スルコトアリ．叉

一般二本時期二於ケル該蝦粒ノ出現最ハ前記推移期二比シ，梢1減弱セルモ，稀レニ榔展シ，

大ナル不正形塊状ラナシテ染質餓ノ企画チ破ヒ，術共過剰ナル纈粒ハ染質鑓外二膨隆シ，タ

メニ染質髄ハ金ク隠蔽セラレ，偽モ子量ハ誤核穎粒ノミヨリナルカノ湖テ呈スルモノアリ．

次デ分裂現象更二進メバ，細胞騒ノ絞窄部ハ漸次共椴痕ノ深サテ塘シ，同時二共子星モ漸次

星形ヨリ用形トナリ，核膜現川ノ終結期二移行ス．

           第四項絡綜期（Teiophase）

 本時期二至レハ子星ヲ作ル染質麗ハ相1細長トナリ，且密集纏緒シテ所謂子縫毬（TOChト

6r㎞au1e）叉ハ双縫毬（DysPirem）トナル．耐シテ初メハ楕モ寛粗ニシテ，後テニ織密トナル

モノニシテ，前者テ粗鯉毬ト権シ，後者テ密縫毬ト穣ス．叉該時期テ粗鯉期及ビ密鯉期ト構

シテ，之レテ厚別ス．今ライト氏染色ヲ施シテ槍スレバ，略、爾時期テ鑑別スルコトヲ待レ

ドモ。「プリラントアスリン染色二於テハ鑑別困難ニシテ，軍二子纏毬期又ハ務結期トシテ

ノミ認メ得．本時期二於テハ子星タル染質鰐ハ子継毬トナルヲ皿テ，共形態ハ星形ヨリ固形

二役蕾シ，同時二核膜新蔵セラレ鉱二殆ンド母細胞ノ夫レト同様ナル新シギ核形城テ見ル．

周核穎舷ハ前言目分立期二比シ税、共出現最減弱シ，概シテ劇キ大小不1目ノ纈粒トシテ核内二

現ハル（隅圃珊十四国参照）．叉同時二細胞鰹ノ絞窄部ハ漸次共機痕ノ深サテ槍シ，寛二該部

二於テ金ク2個ノ娘細胞二分割セラル，核子細胞ハ略、同大ノ閲形ニシテ，核モ亦之レニー

致セル形テ呈シ，母細胞ノ夫二比シ相ミ小ナリ．核穎粒ハー般二共出現量減弱シ，楕、小形

ナル固形類粒ニシテ，兵数モ少ク全ク核内二現ハレ，其形態略ミ母細胞ノ夫二相似タリ（附

圖第十五圃参照）．而シテ共細胞餓ノ成長二件ヒ核モ漸次共大サテ槽シ，叉胞誰及ピ核ノ形

態毛漸次閲形ヨリ構固形二移行シ域熟赤血球トナル．同時二核穎粒モ其出現量漸次増加シ，

且葉形態モ所謂破熟赤血球型核穎粒（第二編参照）二分化シ行クモノノ如シ．

纏   括

 艀化第5乃至第6日ノrエムブリオ時期二於ケルrエリトロブラステン」ノ核分裂ノ際二現

ハル・周核穎粒ハ，一般二共出現最甚ダ顯著ニシテ，核分裂現象ト共二該核穎粒モ亦一定ノ“

分裂現象ヲ螢ムモノナリ．先ヅ準備瑚殊二組縫期二於テハ，核穎粒ハ頓二其閉理量チ槍シ，

比較的犬ナル脚形乃至不正形類粒ハ概シテ核ノ中央二密集シテ現ハル．次デ核ハ核膜テ炎ヒ，

粗大ナル染質髄テ生ジ，蜘チ染質餓域立期二至レハ，周核穎粒ハ更二其出現量テ壇シ，粗大

ナル不正形懸粒ハ染質繊ノ表面二現ハレ，或ルモノハ染賀髄ノ中央二密集シテ，叉或ルモノ

ハ染質髄ト殆ンドー致シテ現ハル・モノアリ．1火デ推移。理』二至リ，染質鰐ハ星形テナシテ赤

道部二配列スレパ，周核穎粒團ハ欄、延長セラレテ，略…赤道線二一致シテ染質髄ノ中央部

二現ハル．更二分髄現象進捗シ，分立瑚ノ初期締係離隔螂二至レハ該穎粒ハ回シク赤道線二
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一致シテ，略ミニ列二配列シ，次デ其染質鑓ノ分裂ト共二核果頁粒團モ亦二分セラル．該二分

セル子屋ハ互ビニ漸次赤道部ヨリ離レテ，紡錘極二接近シ所言賀子星期二至ル．同時二細胞麗

ノ中央赤道部二一致シテ絞窄部テ生元木時螂二於ケル核懸粒ハ編、其量テ減ズレドモ，荷

染質鰯ノ表面二密集シテ現ハレ，時トシテ其出現量著シク増加シ，染質誰トー致シテ共全両

二現川ノ，クメニ染質麗テ金ク隠蔽スルコトアリ．叉往々規則正シギ花冠状二配列スルモノ

アリ．次デ終結期二至レハ，星形テ星セル子埋ハ略、圓キ子純毬トナリ，同時二核膜テ生ジ

テ，娘細胞核ノ新蔵セラノレ・二至レハ，周核穎粒ハ更二共量テ減ジ，小固形ノ穎粒トシテ核

内二現ハル．次デ細胞鐙ノ絞窄部ハ漸…欠其裁痕テ暦シ．寛二合ク2個ノ娘細胞二分割ス．本

時期二於クル核果長粒ハ全ク核内二現ハレ，其形態略キ母細胞ノ夫二相似タリ，但シ興胞駿及

ビ核ノ大サハ母細胞二比シ編ミ小ナリ，而シテ細胞ノ成長二件ヒ核願粒ノ出現量ハ漸次増ス

モノノ如シ．

            第三節 幼若ナノγ各種自血球二就テ

 「エムプリオ時期ノ血液中二於ケノレ白血球ハー般二葉末期二於テ少数存在スルモノニシテ

英数基ダ少ク殊二艀化第17日以前二於テハ遊ダ少数ナリ．

 杉山教授ノ研究二依レハ赤血球及ビ白血球ハ条、異ナリタル原始性細胞二商來スルモノ白ニ

シテ，赤血球ノ前身タノレ「メガロブラステン」ハ前述ノ如ク卵黄嚢晴撮（A・o且。p・c・）ノ後部

血管内二生ぜシ血島喚ヨリ生ジ，漸次明帰（A… p・11udd・）ノ血管内二現ハル・モノナル二

反シ，白血球ノ前身rミェロブラステン」父ハ原始性幼若白血球ハ血管外ノ「メゼムビーム細

胞二巾來スルモノニシテ，卵字化第3日年乃至籏4ロニ於テ，血管ノ外段卜形成セラ1ノタル

rヂンチチウム」ヨリ分離セルrメゼンビーム綿胞ハ漸次其原形質突起テ炎ヒ，分化シテ図形

ノ血管外「ミエロブラステン」トシテ遊離スルモノナリ．同時二核モ亦初メハ固形テ星セルモ

ノガ分化ノ進ム二件ヒ漸次孚球状トナリ，1夫デ腎臓形二愛ジ，術分化セノレモノハ馬蹄形トナ

リテ，裁二定型的ノ「モエロチーナン」テ生ジ，該「ミエロチーナン」ハ毛細管テ通ジテ始メテ

血管内二現ハレ來ルモノナリ，雨シテ共早キバ甑二艀化第年日ノ終リ乃至第5目ノ「エムブ

リオ血液中二見出スコトアレドモ，コハ甚ダ稀レニシテ，普通ハ卵手化第ク目二至リ初メテ見

出シ得ルモノノ如シ．而シテ各種白血球中最モ早期二出現スルモノハ，仮性エオジン嗜好性

白血t城ナリトス．

          第■項 假性エオジ1・嗜好性白血球

 艀化第7目ノ「エムブリオ時期二於テ遊ダ稀1ノニ本種細胞テ見出シ得タルモ，倫艀化第13

日マデハ共敷極メテ少ク，卵字化第コ4日二至リ漸クー標本中二数個ヲL見タルニ過ズ．「エムブ

リオ」時期二於クル白血球ハ卵字化全経過テ通ジテー般二共薮甚ダ少シ．本種細胞ハ各種自血

球中最モ早期二流血中二現ハル・多核白血球ニシテ，．ライ．し氏染色叉ハ「プリラントアスリ

ン」染色二於テ，「エオジン」二弱ク染色スル微細ナル「エオジノ」穎粒アルテ言思メラル．

 周核穎泣ハー般二域熟家鶏血液中ノ該細胞ノ夫二比シ，共出現最蓬ダ少ク，共大サモ小ニ

シテ，英形態概シテ固形ナル小穎粒トシテ現レ，略、白血球型第二種型核穎粒（第二編参照）
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二相似タリ．稀1ノニ短桿映乃至rコンマ状叉ハ不正形類粒トシテ現ハル、モ，一般二rエム

ブリ才時期二於ケル核果鰍ハ小ニシテ共数少シ．耐シテ胎生後鶏雛ノ血液細胞，殊二生後第

10日二於テ，共出現最梢、倍加ゼルテ認メ得タルモ，術成熟家鶏ノ白血球核ノ夫二比シ鵜ギ

ガ如シ．

           第二項 「エオジ！嗜好性白血球

 本懐紬胞ハ杉山教授ノ研究二擦レハ，卵字化第Iク日ノrエムブリオ」ノ血液ニハ，例外トシテ

極メテ稀レニ出現スルノミニシテ，一般ニハ卵字化ノ最終目二至リテ初メテ出現スルモノノ如

シ．然レドモ余ノ實験二於テハ艀化第Iク目ノrエムブリオ」ノ血液中二於テハ，甚ダ少数ナレ

ドモ常二本種細胞テ認メ得タリ．徹略化第20日乃至第21日ノ時期二於テハ相）醤加セリ．

 「ブリラン｝アズリン染色二於テハ核ハ淡青色二染色シ，1個乃至2個ニシテ，腎臓形乃

至馬蹄形テ呈ス．原形質内ニハ「エオジン」二染色セル淡紅色ノ園キ叉ハ相、紡錘形ノ比較的

大ナル「エオジン懸粒アリ．周核穎粒ハ暗董色ヲ星シ，其形態前言巳假性エオジン嗜好性白血

球ノ夫ト略ミ同様ニシテ，其大サ小形且其数少キ固形乃至不正形果藁粒トシテ核表両二不規則

二現ハル．共出現量ハ前記同様rエムブリオ」時頼二於テハー般二少ク生後第10目ノ雛血球二

於テ編、墳加スひドモ，荷成熟家鶏血球ノ夫二比シテ少シ．裏スル動物ノ成熟ト共二核果頁泣

出現量モ漸次」曾川スルモノノ如シ．

             第三項 盤基嗜好性白血球

 本種細胞モ亦「エムプリオ時期二於ケリレ血液中ニハ極メテ少数ニシテ，一般二艀化期ノ後

期二於テ，稀レニ認メ得ルノミナリ．杉山教授〔27〕ハ卵牝第1ヰ日二至リ始メテ本種細胞テ認

メ得タリト報告セラレタルモ，余ハ卵孚化第16日二至リ，初メテ而モー標本中値カニ2個ノ本

種細胞テ認メ得タルニ過ギ尤但シDヨntsch盆koff氏｛1〕ハ脾臓二於テハ展、本種細胞テ認メ

得ルト言巳述セリ．

 本種細胞ノ「ブリラントアスリン染色二於テ，原形質ハ淡青色ニシテ，核ハ青藍色二染色

シ，核顎粒ハ暗憂色テ星シ，甚ダ微小ニシテ且英数少ク核表面二平等二叉時トシテハ不規則

二散在シ，一般二葉舶現量ハ甚ダ少シ．

             第四項 淋  巴  球

 Engel㈹，DmtschakoH（4〕及ビ英他ノ研究者中ニハ「エムブリオ艀化期ノ前半期，1殊二比

較的早期二於テ而モ多藪二本種細胞ノ出現スルモノト唱ヘオレドモ，S・bi・及ビ杉山氏等ハ

ンハ恐ラク「トロンボチーナン」テ淋巴球ト誤認セシモノニシテ，後者等ノ碗究二擦レハ定形

的ナル淋巴球ハ卵至化第17目ノ「エムブリオ」時理ト至リ初メテ流血中二見出シ得タリ．耐シテ

編レニ艀化第14乃至第15日ノ時螂二於テ認メ得ルモ，ソバ定形的ナルモノニ非ズシテ，狗夫

以前ノ時期二於テハ金ク本種細胞テ見スト記述セラ1ノタリ．余モ亦卵手化前牛期二於テハ全ク

本種綿胞テ見出シ得ズシテ，卵字化第17日二至リ始メテ見出シ得タリ．

 本種細胞ハ「プリラントアスリン染色二於テ，原形質ハ淡青色テ星シ，旦甚ダ狭小ナリ．
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核ハ青藍色ニシテ固形ナリ．周核穎粒ハ暗璽色ヲ呈シ，大小不同ノ固形類粒トシテ核表面二

不規則二散在ス，共大サ成熟家鶏ノ夫二比シ税1小ニシテ，且共藪甚ダ少ク，一般二其出現

最少シ．木穣細胞二於ケノレ核穎粒モ亦共域長二件ヒ，漸次共出現最ク裕スモノノ如クニシテ

生後第10日ノ雛血し球ノ夫ニアリテハ稽キ増加ゼルテ認メ得タリー

             第五項 「干ノチーテソ」

 艀化第17日乃至第20日ノ「エムブリ才時期二於テ，稀レニ本種細胞二相似タル不定型ナル

細胞テ見出シ得タレドモ，共定型的ナル・Eノバ「エムブリ才金時期テ通ジテ認メ得ズシテ，

生後第3日目ノ雛血液申二於テ始メテ稽、定型的ナル細胞テ見出シ得タリキ．然レドモ筒其

形態稽ミ小ナルガ敬二，大型ノ淋巴球トノ鑑別甚ダ困難ナリ．而シテ生後第10日ノ血液中ノ

本種細胞二於デモ亦前言巳ノ如ク淋巴球トノ鑑別困難ナ1ノドモ，比較的定型的ナリト思潅セラ

ル・細胞二就テ検索セリ．期タノ如ク「エムブリオ時期ノ流血中ニハ各種白血球共二其藪甚

ダ僅少ナレドモ，「エムブリオ」ノ脾臓二於テハ甚ダ多数ニシテ，之・ノテ「ノイトラール赤趨

生誰染色ヲ施シテ検スルニ，既二卵肌第ユ畑ノ時期二至リ，各種白血球共二旺ンニ墳殖セラ

・ノ，同時二該「モノチーテン」モ亦歴…見出サレタリ手．

 「ブリラントアスリン染色二於テ原形質ハ淡音色ニシテ，核ハ箱、弱キ青藍色テ星ス．核

穎粒ハ暗糞色ラ星シ，共形態ハ域熟家鶏ノ火二比シ遊ダ微小ニシテ，且共数少ク，核表面二

千等二叉ハ時トシテ不規貝■J二散在シ，一般二共冊理量モ砦ダ少シ．略、臨基嗜好性白血球ノ夫

二羽洲以タリ．

総   括

 「エムプリオ時期ニハ，共流血中二於ケル各種白血球ハー般二基ダ少数ニシテ，興最モ早

ク出現スル白血球種ハ俊惟エオジン嗜好惟白揃1球ニシテ，卵字化第7日ノ時期二於テ現川ノ，

臨基性嗜好惟白血球ハ卵手叱第14乃至第16日二，次デ「エオジン嗜好性白血球及ピ淋巴球等ハ

艀化第〃日二現ハル．而シテ「モノチーテン」ノ非定型的ナノレモノハ艀化第1ク日二於テ認メラ

ル・モ，其定型的ナル細胞ハ胎生後二於テ始メテ見出シ得タリキ．期タノ如ク是等ノ細胞ハ

概シテrエムブリ才時期ノ流血中ニハ艀化第1ク日以後二於テ現ハル・モノ多ケレドモ，「エ

ムブリオ」ノ脾臓二於テハ既二艀化第14日ノ時期二於テ多数ノ各種自血球チ認メシメ，且旺

ンナル増殖テ螢ムモノナリ．

 荷薬局核穎粒ハ各種自血球共一般二英数少ク且小型ニシテ，類阿形小穎粒トシテ核表面二

機シテ不規則二現ハレ，共出現量ハ域熟家鶏ノ夫二比シテ遊ダ少ク，動物ノ成長ト共二漸次

え醤カロスノレモノノ如シ．

      第四節 幼若ナノレ紡錘形細胞（「トロンポチーテソ」）

 「エムブリ才」ガ20乃至30原始脊椎テ布スル時期二於テ，「エリトロブラステン」二移行スベ

キ「メガロブラステン」ノー部細胞ハ，「エリトロブラステン」ト金ク異ナリタル新シギ形ノ細

胞トシテ現ハル．杉山氏吻〕等ノ研究ニョレバ該細胞ハ「トロンボプラスチン」ニシテ，將來
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「トロンボチーナン」二移行スル細胞種ナリト安7．郎チ「トロンボプラスチン」モ「エリトロ

ブラステン」ト同様「メガロブラステン」二1目來スル毛ノニシテ，余ノ實験二於デモ亦之レト

同一所見テ得タリ．而シテ陶幼若ナル「トロンボプラテン」ヨリ成熟セル「トロレボチロテン」

二分化スルニ際シ，種々ノ移行型テ認メタリ．殊二「ブリラントアスリン」染色ニコル，該移

行型細胞ノ周核穎粒ハ特有ナル形像テ現ハスモノニシテ，余ハ便宜上役リニ該「トロンボプ

ラスチン」時期ヲ典分化ノ程度ニヨリ第一次，第二次及ビ第三次「トロンボブラ．ステン」ノ三

過程二厚別シ，次デ衡成熟セル細胞テ幼若及ビ成熟「トロンボチーナン」トシ，該各種細胞二

就テ特二其周核穎粒ノ出現状態テ強1索セリ．

            第・項 「メガーロブラステン」

 rトロンボプラスチン」ノ前階程タル「メガロブラステン」ハ「エリトロブラステン」ノ前階程

細胞ト同一種細胞ニシテ，甑二第一節ノ僚下二言巳述ゼルテ以テ，鉱二之レテ省略ス・

          第二項 第一次｝ロソボブラメテン」

 本種細胞ハ前記rメガロブラステン」ヨリ分化シ來レル細胞種ニシテ！卵靴第2日年乃至3

目rエムブリオ時期二多数二見出シ得ル躬嗜麗基性細胞ナリ ライ上氏染色ニョリテ原形質

ハ淡青色テ呈シ，一般二rメガロブラステン」二比シ相、強ク染色スレドモ・典大サハ可成リ

ニ小ナリ．形態ハrエリトロブラステン」ノ犬ト金ク異ナリ不正形ニシテ，多クハ数個ノ短カ

キ先端鈍間ナル原形質突起テ有ス．核モ亦rメガロブラステン」ノ夫二比シ小型ニシテ，且共

染色度強シ．ライト氏染色二於テ瀬蔓性二淡青色テ星シ，「クロマチン綱ハ著明ナラ犬

 「ブリラントァスリン」染色二於テハ原形質及ビ核共二峰キライト染色ト同様ニシテ，原形

質ハ遊ダ甥キ淡青色，核ハ稽ミ強キ淡青色テ呈シ，胞髄ハ原形質実超テ有シ時トシテ星形テ

呈スルモノアリ．周核穎粒ハ井出現度一般二弱ク，核全両二微細ナル穎粒トシテ溺蔓性二散

在シテ現ハル（附国第十六圖参照）．共稼ハ第一期エリトロブラステン」ノ前期細胞二於ケル

夫ト略ミ相似タリ．雌ダ訪者ハ後者二於ケル如ク細胞鐙ハ固形テ星セスシテ，共用緑二大小

ノ原形質突起テ有スルニ依リテ，明二鑑別スルコトテ得ルノミナリ．

           第三項第二次トロンボブラステン」

本種細胞ハ前記第一次「トロンボプラスチン」ヨリ分化ノ編1進ミタメ細胞ニシテ，原形質ハ

第一次細胞ノ夫ヨリ編…小サク嗜盤基性ニシテ，共用総二大小ノ前言巳1同様ナノレ原形質突起テ

有ス．「ブリラントアスリン」染色二於テハ原形質ハ淡青色，核ハ酪、脚形ニシテ青藍色ヲ星

シ，第一次細胞二比シ欄ミ濃シ．周核穎粒ハ第一次紬胞ノ夫二比シ共出現量稿…多ク核表面

二現川ノ，一般ニハ荷火大サ徴綱ナレドモ，一部ノ穎粒ニハ禍ミ粗大テルモノアリ．該粗大

顎粒ニアリテハ「コンマ」状，短桿状テ星ス（附国第十七圏参照）．

           第四項 第三次トロンボブラスタ1／」

 本種細胞ノ「ブリラントアスリン染色所見二於テハ，原形質ハ淡青色ニシテ，不正形且大

小ノ原形質突起テ有シ，核ハ正圓形ニシテ青藍色ヲ呈シ，略ミ前記第二次紬胞ノ夫ト同様ナ
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レドモ・周核穎粒ノ出現状態ノ相ミ異テルニ依リ種別セリ．本種細胞二於ケル周核穎粒ハ第

二次紬胞ノ夫二比㌣共出現度槽加シ，共大サバー般二粗大ニシテ，葉形態ハ棒状又ハ馳状テ

星スルモノアリ・或ヒバ相ミ長キ不規則ナル閉線状トナリ，叉牛圓形，V字形，Y字形等テ

呈スルモノアリ（附闘第十八圃参照）一路～同時期二於クル「エリトロプラステン」ノ夫トハ全

ク別種ナル特有ノ像型テ星スー是レ成熟トロンボチーナン」二於テ観ル所謂紡錘形細胞型核

穎粒（第二編参照）二移行スベキ早期ノ移行型ナルヲ推想セシム．但シ金ク騒状穎粒ノミチ現

ハス毛ノモ亦少カラズ（附国第十九匿1参照）．

          第五項 幼若ナ〃「トロンポチータ：／」

 本種紬胞ハ卵靴第3日年乃至4日ノ「エムブリオ時期二於テ，前言巳rトロンボプラスチン」

ヨリ分化スル細胞ニシテ，一般二卵眺第4日以後二於テ現ハル．原形質ハー般二蓬ダ砂ク，

小型ニシテ不正形ナリ。荷大小ノ数個ノ原形質実超テ有ス．核モ亦甚ダ小型ニシテ略ミ正圓

形ナリ．概シテ2乃至3個又ハ数個，稀レニハ藪10個ノ小群叉八大群チナシテ現ハレ，原形

質ハ五二相癒合セル如キ観ラ呈ス’

 「プリラントアスリン染色二於テ原形質ハ淡青色，核ハ青藍色テ星シ，一般二階盤基性ナ

リ．周核穎粒ハ暗喜色ニシテ共用現量増加シ，共形態ハ鮎状叉ハ短桿状ノ穎粒モ少数二混在

スレドモ，一般二第三次トロンボプラスチン」二於テ認メ得タル多種多様ノ小曲腺状穎粒ハ，

互二相連リテ偏網状チ星スルモノ多シ（附国第二十固参照）．而シテ同一綱胞ニシテ大分部偽

網状テ星シ，井内二一少部ノ小曲腺状穎泣ヲ混在スルモノアリ．叉一部傭網状テ呈シ，大部

分小曲腺状穎粒トシテ現ハル・モノアリ．叉，全部難朕穎粒トシテ現ハル・モノ等モ亦多ク

（附固第二十一国参1眼），共間種々ノ移行型テ観ル、

          第六項 成熟セ〃「トロニ／ボチーテソ」

 本種細胞ハ「エムブリオ時期二於テハ極メテ少ク，一般二艀肥後ノ雛鶏血液中二現ハル・

モノニシテ，余ハ生後第2目目ノ雛血液中二於テ共定型的ナル細胞テ認メタリ．其形態ハ両

端鈍圓ナルモノ多ク，稀レニー端又ハ両端ノ尖状テ星スルモノアリ．原形質ハ嗜盤基性ニシ

テ，ライト氏染色二於テ淡青色テ星シ，核ハ帯紫青色二染色シ，「クロマチン網ハ明カニ認

メラル．一般二前言巳幼若トロンボチーナン」ヨリ欄1大形ナリ．

 「ブリラントアスリン染色二於テハ原形質ハ淡青色テ呈シ，一般二狭小ニシテ紡錘形乃至

長鵜固形ナリ．核ハ青藍色テ呈シ，比較的大形ナル短稚阿形ニシテ，原形質ノ中央ニアリ．

核穎泣ハ暗董色ニシテ本種細胞二特有ナル網状（附国第二十二圃参照），師チ紡錘形細胞型核

穎粒（第二編参照）テ星スルニ至ルモ，荷非定型的ナルモノモ亦多ク，又或ル細胞ニアリテハ

金ク鮎状穎粒ノミヲ現ハスモノモアリ（附国第二十三圖参照）．典藪量ハー般二成熟家鶏ノ夫

二比シ編、少クシテ，共成長二件ヒ漸次増加スルモノノ如シ．
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艦   摘

 「トロンボプラスチン」ハrエリトロブラステン」ト同様rメガロプラステン」二曲來スルモノ

ニシテ，早キバ跣二卵至叱第2日年ノ「エムプリオ」時期二於テ現ハレ，卵字化第3乃至第4日ノ

時期ニハ最モ多藪ニシテ，同第4日以後ニハ幼若トロンボチ｝テン」二移行ス．期タノ如ク

該「トロンボプラスチン」ハ短時日二逃化スルモノニシテ，筒井間該細胞ノ周核穎粒ノ柵現状

態三原形質及ビ核ノ形態及ビ性状等テ勘酌シテ，便宜上第一次乃至第三次細胞ノ三過程二厚

別スルコトテ得タリ．而シテ共問向多種多様ノ移行型存在スレドモ，概シテ共代表的ナル細

胞二就テ共用核穎粒ノ出現状態テ観レハ，「メガロブラステン」二於テハ極メテ微細ナル穎粒

不安定二核ヨリ原形質二夏リ溺蔓性二現ハレ，第一次rトロンボプラスチン」二於テ該微細穎

粒ハ核表面二合ク限局シテ現ハル．第二次及ビ第三次細胞ト分化スル二件ヒ漸次核穎粒ノ大

サラ壇シ，且共形態モ鮎状，短桿状或ヒバ不規則ナル小曲腺状穎粒二移行シ，次デ幼若トロ

ンボチロテン」二至リテ，該核穎粒ハ英一部互二相連リテ偏網状テ呈スルニ至ル．更二艀北

後ノ雛鶏血液中二於テ，成熟トロンボチーナン」現ハル・二至リ，核穎粒ハ特有ナル網状テ

呈シ，所謂紡錘形細胞型核穎粒二至ル．然レドモ簡該時期二於ケノレ「トロンボチーナン」ノ核

穎粒ハー般二非定型ニシテ，定型的紡錘形細胞型モ存スレドモ，全ク馳献穎粒ノミヲ現ハス

モノアリ．叉其間種々ノ移行型テ認メラル．狗期1鵬量ハ域熟家鶏ノ夫二比シー般二少クシ

テ，コハ共成長二件ヒ漸次増加スルモノノ如シ．

第三章 本編ノ纏括及ビ考按

 前章二於クル各實験威綾ノ総括ハ既二各俵下二於テ述ベタルヲ以テ，弦二之1ノラ省略シ，

本章二於テハ主トシテ家鶏エムブリオ時期ノ血液細胞二特有ナル周核果轍ノ概括的所見二就

テ記述シ，併セテ成熟家鶏ノ血液細胞核穎粒ト比較シ，以テ考察テ試ミントス．

 エ，域熟家鶏ノ血液細胞ノ周核穎敬二闘シテハ，既二前編（前回報告第二編参照）二於テ記

述セル所ニシテ，其中域熟赤血球ニアリテハ，他種細胞ト異ナリ，殆ンド凡テ該核穎粒ハ核

内二現ハル・ヲ特長トセリー然ルニ之レテ「エムブリオ時期ノ幼若ナル赤血球ノ夫ト比較ス

ルニ，甚ダ共趣キナ異ニシ，造血時期二於クル「エリトロブラステン」及ビ荷夫ヨリ幼若ナル

時期二於ケル細胞種ニアリテハ，該穎粒ノ出現ハ核内二非ズシテ，一般二核表面二現ハレ，

殊二最モ幼若ナル細胞「メガロブラステン」ニアリテハ原形質内二逸出シ屠ルモノアリ．而シ

テ「エリトロブラステン」二分化スルニ及ビ初メテ核内二現ハル．而シテ分化ノ各過程ニヨリ

特有ノ形像テ現ハシ，漸次鐘化スルモノニシテ，共出現最ハ初メハ弱ク，攻第二増加シテ第

二期エリトロブラステン」二於テ最高二逮ス．次デrエリトロチーナン」二至リ再ビ減少ス．

而シテ「エムブリオ時理j二於ケノレ成熟赤血球核顯粒ハ域熟家鶏ノ夫二比シー般二共量少ク，

成長二件ヒ塘加スルモノノ如シ．是等ノ事費ハ本類粒染色法ガ造血ノ研究上二新ナルー方法

ヲ提供スルコトヲ示スモノナリ．
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 2，「トロンボチーナン」ノ前身「トロンボプラスチン」モ亦分化ノ過程二件ヒ共核穎粒ハ鐘

化スルモノニシテ，共出現量ハ成長二件ヒ漸次増加ス．而シテ該細胞核穎粒ハ共各過程二旛

ジテ略、特徴アル形テ星スルモノナノレガ敬二，共形像1ヨリシテモ該細胞ノ分化過程テ察知ス

ルコトテ得，是レ亦本染色法ガ造血ノ研究二一新法テ提供スルコトテ示スモノナリ．狗本種

細胞ハ前編ノ研究ニョリ，成熟家鶏ノ夫ハ特有ナル網状魯ロチ紡錘形細胞型核穎粒チ呈スルモ

ノナル毛，rエムブリオ」ノ夫ハ甚ダ非定型テルモノニシテ，殊二合ク個々ノ灘朕穎粒トシテ
                           一
出現スルモノモ可成リニ多シ．

 3，家鶏エムブリオ時期二於クル各種自血球ノ周核果轍ハ成熟家鶏ノ夫二比シ，一般二共

数量甚ダ少シ，叉後者ハ前編二記述セル如ク各白血球種ニコリ各特有ナル形像チ現ハス二反

シ，前者ハ概シテ非定型ノニEノ多シ．

 4，成熟家幾ノ血球所見二於テハ，核分裂像ハ殆ンド之レテ認メ得ザリシモ，家鶏エムブ

リオ時期，殊二脚ヒ第5乃至第6日ノ時期二於クルrエリトロブラステン」二於テハ，著明ナ

ル分裂現象テ認メシメ，共各種過程二於クル細胞種テ認メ得タリ．該細胞二現ハル・周核穎

粒ハー般二基ダ共数量テ捨シ，且時トシテ染質髄二一致シテ現ハル・モノアレドモ，一般ニ

ハ共染質髄ノ表面二於テ，而モ概シテ中央二密集シテ現ハル・モノナリ。耐シテ該核願粗毛

共分裂現象ノ各過程二件ヒ鐘化シテ，各時荷ナル形像＝チ星スノレモノナルガ敬二該研究二対シ

テ本染色法ガー新法テ與アモノナリ．

結   論

 本編二於テハ120個ノ家鶏受精卵テ電気卿卵器中ニテ頼ヒセシメ，共「エムブリオ時期及

ビ生後第10目マデノ家鶏ノ血液ノ塗抹アルコール固定標本二就テ，特二幼若ナル赤血球及ピ

共核分裂現象，並ビニ各種自血球及ビ「トロンボチーナン」等ノ分化現象テ観察シ，共各期程

二於ケル「スタビーレ周核穎粒（固定標本二於クル核羅i粒）ノ出現状態テ検索シ，次ノ如キ結

論テ得タリ．

 1，家鶏エムブリオ」ノ造血時期二於ケル幼若赤血球ノ核二現ハル・核穎粒ハ，該細胞ノ

分化ノ過程二件ビー建ノ愛化テ蓬グルモノナリ．而シテー般二其分化程度ノ幼若ナルモノニ

於テハ核穎粒ノ数量少ク，共分化ノ遊ム二件ヒ漸次増加ス．師チ「メガロブラステン」二於テ

ハ，核穎粒ハ極メテ微小ニシテ，。楕1淡染色シ，核表面ヨリ原形質二夏リテ散電［セルモ，第

一期エリトロブラステン」二至レハ核表面二集リ，次デ稽1暦大シテ核表画二固着セル観テ

                   “星ス．第二期エリトロブラステン」二至レハ核穎粒更二壇犬シ，且共一少部類粒ハ核内二現

ハル・モノアリ，共役靭二於テハ核穎粒ハ金ク核内二存在ス．更二rエリトロチーナン」二至

レハ核穎粒ハ賂、成熟家鶏ノ赤血球二於テ見ルカ如キ綴粒状乃至網状テ星ス．

 2，「エリトロプラステン」ノ核分裂二於テハ，一般二核穎粒ハ頓二増加シ，且共分裂現象

ノ過程二旛ジテ特有ナル形像テ星ス．準備螂殊二母鈍毬期二於テハ核穎粒共藪テj會シ，密集

シ，次デ核膜ノ消失テ來ス．染質髄成立螂二至レハ核穎粒更二兵数量ラ増シ，固形乃至不正
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形類粒ハ染質騒ノ表面二現ハル．次デ推移期二至レハ該穎粒團稿ミ延長セラレ，染質趨ノ表

面二於テ，赤道線二一致シテ配列スー次デ分裂理卜至レハ該穎粒ハ共染質麗ト共二二分セラ

レ，分離セル子屋ハ五二棚隔タリ紡錘極二接近スー印チ子量蜘ニシテ核鰯粒ハ子星クル染質

髄ノ略モ中央表面卜霜集シ現ハル．次デ絡縞期二至リ，各子量ハ子継毬けル．核膜ハ復蕾

シテ，新域核テ生ズルニ至レハ核果臓ハ核内二現ハレ，共数量モ減少ス，同時二細胞ノ赤道

部二生ゼシ絞窄部二於テ細胞髄八分割シ，2個ノ娘細胞トナル，核子細胞核二於ケル核糊粒

ハ共数量少キモ，全ク核内二現レ，共形態略ミ母細胞ノ夫二回ジ．

 3，「エムプリオ時期二現ハル・白血球ハ共教一般二基ダ僅少ニシテ，像性エオジン嗜好惟

白血球最モ早ク卿ヒ第7日二，次デ騒基性嗜好性白血球ハ艀叱第1価，rエオジン嗜好憧白

血球及ビ淋巴球ハ卿ヒ第17目以後二始メテ共流血申二出現シ，「モノチーテン」ノ定型的テル

モノハー胎生後ノ雛血液中二於テ始メテ現ハル．而シテ彼性エオジン嗜好性白血球，「エオジ

ン嗜好憧白血球及ピ淋巴球等ノ核穎粒ハ略、白血球型第二種型（第二編参照）チ星シ，盤基性

嗜好性白血球及ビ「モノチーテン」等ノ核穎粒ハ略ミ白血球型第三種型テ呈スレドモ，一般二

之等ノ核穎粒ハ域熟家鶏ノ夫二比シ共数量少ク，且梢、非定型ノモノナリ．．

 4，「エムブリオ時期二於クル幼若ナル「トロンボプラスチン」ノ核果粥ラ観ルニ，井原基細

胞タル「メガロプラステン」二於テ，核表面ヨリ原形質中二散在セニ微細纈粒ハ，第一次トロ

ンボプラスチン」二至リテハ核表面二集リ，家デ粗大トナリテ共敷テ増加シ，桿状叉ハ曲線

状テ星スルモノアリ，又一部細胞ハ依然トシテ顯粒状二現ハル・モノァリ．更二幼若トロン

ボチーナン」二分化スレバ井■漱又ハ高線状顯粒ハ相連リテ偏網状テ星スルニ至ル、但シー部

細胞ニアリテハ筒纈粒炊テ呈ス．…欠デ成熟「トロンボチーナン」二至レハ該穎粒ハ略ミ成熟家

鶏ノ「トロンボチーナン」二於テ見ルカ如キ特有ナル網状テ星ス．然レドモ街「エムブリオ陣

期二於クルモノハ成熟家鶏ノ細胞二比シ，共数量少ク，一般二非定型的ニシテ，一部細胞二

於テハ全ク穎粒状テ星ス．

 5，期タノ如ク「ブリラントアスリン染色ニョリテ現ハル・核穎紋ハ，幼若血液細胞ノ分

化二從ツチ愛化スルチ以テ，該染色法ハ造血ノ研究二新ナルー方法ラ提供シタルモノト思

考ス．
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附 圓 説 明

第1－6圃 家鶏エムブリオ」ノ蓮血時期：於ケル幼若亦血球ノ分化現象

 第1圓「メガロプラステン」

 第2－3国第一期工ハロブラステy」

 第4－5圖 第二期エリトロブラステン」

 第6圖「エリトローチナン」

第7－15圃 家鶏エムプリオ」ノ「エリト目ブラステン」ノ核分裂及ビ細胞分饅

 第7圓 準備期ノ粗纏期

 第8圃同上染質髄成立期

 第9圃 推移期（母屋期）

 第10圓 分立期ノ締係離隔期

 第11－13圃 同上予星期

 第14圃 終結期ノ粗艦期

 第15圓 二分サンタル娘細胞

第16－23圃 家鶏エムプリナ」ノ遣血時期二於ケル幼若トロンボチーテソ」ノ分化現象

 第16－19圃 「トロyポプラステン」

 第20－21圃 幼若ナルrトロンボチーナン」

 第22－23圓 成熟セルrトロン村チーナン」

（附圃ハ印刷ノ都合二俵リ次號二提出〕
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